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平成 28 年度 岡山市埋蔵文化財センター講座　2017 年１月 21 日 

　
　千足古墳と初期横穴式石室

西田　和浩
【講座の概要】

１．はじめに

 　千足古墳の墳頂部には 2 つの埋葬施設（第１石室・第２石室）が存在する。第 1 石室は直弧文装飾をも

つ横穴式石室であり、第 2 石室は内部の発掘は行われていないものの、第 1 石室と同じく横穴式石室と考え

られる。第 1 石室は 5 世紀前半に築造され、吉備最古級の横穴式石室である。第 1 石室→第 2 石室の順に築

造される。

２．千足古墳第1石室の特徴

　第 1 石室は、肥後型石室の特徴である石障をもち、死床を直弧文を彫刻した仕切石で区切る。構造が不明

であった羨道部の発掘も 2011 年に行われ、埋葬施設の全体像がわかる貴重な初期横穴式石室である。石室

の特徴として、「石障」・「玄門（入口）の立柱石」と「板石閉塞」・「隅角を消すように穹窿（ドーム）状に

積まれた壁面」が挙げられる。玄門部の石障に U 字形の刳りこみがみられる。この U 字形刳りこみは、肥

後のヤンボシ塚古墳や井寺古墳など地元熊本の石室にみられる特徴である。天井部は 3 枚の板石を用い完全

なドーム状にならず、石室の平面形が長方形になるなど北部九州型石室の要素が含まれることから、「筑肥型」

に分類される場合がある。石材は、壁面に香川産の安山岩を用い、石障に天草砂岩を用いる。

３．各地の初期横穴式石室

　千足古墳以外の初期横穴式石室を持つ古墳として、九州では釜塚古墳、ヤンボシ塚古墳を挙げる。本州で

は、向山 1 号墳（福井県）、おじょか古墳（三重県）などを挙げる。それらと比較すると、千足古墳の石室

が肥後型石室の特徴を強く示していることがわかる。

４．おわりに

　千足古墳第 1 石室の構築には肥後型石室の設計者がかかわった可能性が高い。当時、肥後と吉備の交流が

深かったことが窺える。本州では、千足古墳以外に初期横穴式石室は向山 1 号墳やおじょか古墳などにもみ

られる。変容してはいるものの、壁面の石積みはドーム状構造を意識し、玄門に立柱石を持ち、石障を配す

るなど、それぞれの地域において異彩を放つ存在といえる。5 世紀代に築かれた初期横穴式石室は、人の移

動や地域間の交流を示す興味深い資料といえる。
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図１　造山古墳群 図２　千足古墳

図３　千足古墳第 1 石室
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図４　千足古墳第 1 石室平面

図５　第 1 石室仕切石の装飾
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図６　初期横穴式石室の分布

釜塚古墳

図７　初期横穴式石室の分布
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図８　井寺古墳（熊本県上益城郡）

図９　ヤンボシ塚古墳（熊本県宇土市）

図 10　釜塚古墳
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図 11　向山 1 号墳 ( 墳長 46m） 図 12　向山 1 号墳石室

図 13　おじょか古墳石室
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図 14　おじょか古墳石室復元図

初期横穴式石室諸要素の比較

石　障
玄門

立柱石
板石閉塞

隅角部壁面の石積

（持ち送りの傾向）
装　飾 石材

千足古墳（岡山県岡山市）
有

（刳り込み有）
有 有 ドーム状志向

有
直弧文他

天草砂岩・安山岩

ヤンボシ塚（熊本県宇土市）
有

（刳り込み有）
有 有 ドーム状志向

有
円文・船

阿蘇凝灰岩
天草砂岩

釜塚古墳（福岡県糸島市） 無 有 ？ 直角的 無 地元の石材か

向山 1 号墳（福井県若狭町） なし 有 有 ドーム状志向 無 地元の石材か

おじょか古墳（三重県志摩市） 有 有 有 直角的？
無

＊埴製枕に直弧文
地元の石材か
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図 15　おじょか古墳出土埴製枕


